
監 査 報 告 書

私たち驚事は、2020年 4翼 豊奪から29含 1年拿爵31露 まで勢漱020年 拿翼鋼事業年度の餞

事織鑢務鍛執籍を最査しました。その方法及び結果につき以下傷とお摯織警いたします。

1監蓋の方法及びその内容

毬 事は、他の難事と勒 岬 の変換を機る数かヽ豊霧 に従いヽ理事と意思議鷺な鐵

り、情報の収集及び巌本の穣壌の鶴麟に努めるととも雑、鐘事会や機奮会等に轟麟し、1種事からその機

務の機脅状滋について報告を受け、必要鐵 じて議靭を求緩 した。また、菫要な審難等な灘覧し、本

部事務所において業務及び難産の総激を調整いたしました。以上の方法に基づき、議餃事業年度な篠る

事業機警書及びその結鷺窮細書について検討いたしました。

さらに、会計線簿又はこれに腐する財料の調査を行い、菫雛事業年度に孫る雛務鶴畿 (賛構封難農及

び難味財難増識針露書)及びその階露朝鑽書並び鐘繋壼鐵鍮について湊講いたしました。

2監窺の結果

(1)事簿報奮書等の監査結果

一 事業機警審及びその難鷺機織書難、議余及轍 難従い、法人の議 を鷲しく承しているものと

籠めます。

二 壌事の議務の機僣な機する琴亜織行為スは鐵全もしくは定轍に違反する重大な事集は総められ

まやん。

(漱〕難務請表等の監査結纂

攀 及びその輔 継纏書盪びに難菫圏鐘は、法人の勒      (鷲 俯 蟷裁)の臨 な

すべての重要な点猛おいて適意に最溝しているものと認めます。
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